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超短レーザーパルスにおける円偏光依存磁化反転では、フェリ磁性薄膜とフェロ磁性薄膜にお

いて形成される磁区が異なると考えられてきた。つまり、フェリ磁性薄膜ではシングルパルスに

よって励起エリア全体での単調（完全）な磁化反転が実現されるが、フェロ磁性薄膜では多重パ

ルスの付加によって蓄積的・統計的な磁化の偏りが観察されている。本研究では、フェリ磁性

Gd–Fe–Co 薄膜において、膜構造や組成を変えることで単調／蓄積的の双方の磁化反転が起こり得

ることを示した。図 1 (a)-(c)に示すように、角運動量補償温度(TA)が室温よりも高い Gd26Fe66Co8

では単調な円偏光選択的磁化反転が観測されるのに対し、TA が室温よりも低い Gd22Fe70Co8では、

シングルショットでは明確な円偏光依存反転が認識されていないが（図 1(g), (h)）、図 1(i)の多重

パルスの引きずり打ちにおいては、統計的に円偏光に依存した磁化の偏りが確認できる。講演で

は、バッファー層（膜の熱伝導性）の違いによる変化も議論する。 

 

 
Fig. 1 左右(L/R)円偏光パルスを照射した際の、異なる組成のGd–Fe–Co薄膜の磁区構造を示すKerr

顕微鏡像。 
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